
導入前の問題点および要望

×× 全１２拠点（海外）で個々に開発作業、本番登録処理行っていた為、各システムの管理が困難になっていた。
×× 各拠点共通システムの開発メンバーの重複修正が発生しシステムの不具合が多発していた。

導入効果
○○ 各拠点共通となるシステムの開発メンバーは、開発担当拠点およびサーバー側での連携管理となったので、

開発メンバーの重複修正を防ぐ事ができるようになった。

○○ 開発メンバーの移行該当拠点を識別する為の情報項目を設け、リソース送信先の選択を可能とする事により

不要な拠点への情報送信を防ぐ事ができるようになった。

○○ 開発メンバー 一覧、登録申請書、移行結果レポート等 S/D MANAGERより出力される実レポートを送信する
事により送信リソースメンバーと送信情報リストの不整合を回避する事ができるようになった。

○○ クライアント側からサーバー側への連携処理より、サーバー側での全拠点総合管理が可能になった。

○○ サーバー側での一括管理により、全拠点のプロジェクトの開発状況及び修正メンバーの移行ログ情報を管理
する為、開発実績等を把握する事ができるようになった。
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導入製品
– S/D Manager Project (プロジェクト管理ツール）
– S/D Manager Object （ソフトウェア資産管理ツール)

S/D MANAGERによる構成
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マシン構成 ・・・ ソース管理用マシン1台／開発兼本番機17台
本番登録方法 ・・・ リモート機からの本番ソース登録＋該当複数リモート機へのソース配布
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